






































考 
 公共施設マネジメント啓発マンガ「いま、問われる未来のかたち」は、埼玉工業大学マンガ研

究会の石川賢さんのご協力のもと、市民協働により作成いたしました。 

 作者である石川さんの実際の体験をもとに作られたこのマンガは、公共施設に迫る危機につ

いて、市民の皆様に知っていただく“きっかけ”となればとの願いが込められています。 
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職員：公共施設の老朽化の問題についてご存知でしたか。 

 

石川：正直、全く知りませんでした。お恥ずかしい限りです・・・。 

 

職員：平成２４年１２月に起きた中央自動車道笹子トンネルの事故 

については、知っていたかな。この事故が一つの契機となり、公共 

施設の老朽化について、より一層注目されるようになったんだ。 

 

              石川：ニュースの記憶はあるけど、身近には感じていませんでした。 

 

              職員：公共施設をこれからも 安全・安心に利用していくためには、施設      

              の在り方を考えていく必要があるんだよ。 

 

              石川：そうですね。そのために、一人でも多くの方に知ってもらわないと。 

               

              職員：施設が無くなったりすることについてはどう思うかな。 

 

石川：正直、複雑です。でも、将来を見据えての取組ですからね・・・。 

 

職員：最後に、このマンガの読者に向けて一言お願いします。 

 

石川：マンガをきっかけに、多くの方がこの課題を知り、考えてほしいです。 

 

職員：ありがとうございました。そして、大変お疲れ様でした。 

作者の石川賢さん 


